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本
書
に
お
い
て
は
、

ェ
ヵ
フ-H. (

E
C
A
F
E
)

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
、
国
連 

経
済
社
会
理
斯
会

9
0
0
3
9
0

)

の
地
域
委
員
会
の
：.一
つ
で
あ
る
ア
ジ
ア
極
東
経 

済
委
員
会
の
活
動
を
歴
史
的
に
評
価
す
1る
こ
と
.に
よ
り
、
ア
ジ
ア
に
お
寸
る
$ 

済
協
力
の
展
開
が
.考
旗
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五
七
年
にH

カ
フ
ェ
総
会
は
、

_

P
ッ
ハ
に
お
け
る
経
済
協
力

-
国
際
連
合
欧
州
経
済
委
員
会(ECE

)

の
研

:'
:
.究』

^
発
表
ー
し
：
ズ

お

り

、

_そ
©;
姉
妹
書
と
し
て
本
書
の
：執
筆
が
委
嘱
さ
.れ
た
も 

の
と
^
わ
.れ
.、.
/
.
両
書

.0,
構

成

は

殆

：
^.
ど

同

じ

で

あ.る
、
。
.
.
こ
と
.
.では
、

.一.九
六
一
一 

年
中
頃
ま
で
のH

カ
フH

の
'一
五
年
間
の
歴
史
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
，
 

n
欧
外
経

:-
^
共
同
体
.
S
■-
«

0

)

を
中
•心
.と
し
て
、
世
界
各
地
域
に
お
け
る
経

 ̂

へ
協
丈
•
統
合
化
の
動
き
が
、
世
界
経
済
の
基
本
的
潮
流
と
な
；っ
て
い
る
現
在
、

'ア
、シ
ア
は
こ
：の
傾
'向
に
も
っ
.と
も
お
.く
れ
た
地
域
で
あ
っ
て
、
最
近
の
小
範
囲 

に
，お
け
る
統
合
化
の
.
'
動
き

>:
の
_ぞ
い
て
ば
、
戦
後
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
窈
カ 

.

の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
、.
.
.
そ
の
：実
現
の
'唯
‘

一:

の
^
枢
的
機
関
と
な
.っ
て
き
た
の 

は

-
の
エ
，
フ̂
ェ
ー
で
あ
-り
.、'
我
.ケ
は
ここ

；：

で
.、

ア

ジ

ア

経

済

協

力

に

お

い

て

エ 

カ
フ
チ
の
果
し
た
意
義
や
役
割
を
歴
史
的
•
総
括
的
に
評
価
し
て
お
く
こ
と
が 

必
要
だ
と
思
わ
れ
.る
。

:
:
.
'
;

/

.

•

.本
書
は
、
こ
の
要
求
を
み
た
'す
も
の
.

で
：あ
り
、

；
力
フ
.エ
活
動
の
^
史
^
=? 

r
と
し
：て
は
、
最
初
の
^-
重

な

著

作

で

：あ

；る

と

い

ぅ

こ

：
と

.が
で

纽
^

，しかし

、

そ

の

成

立

の

.契

.

a
お

ょ

び

構

成〈

第
一
部
協
力
の
芽
生
ぇ
、
第 

-*
•一
部

協

力

，
の

機

構

，

第
一
一

一

部
j
協
力
の
実
際
、
第
四
部

.展
望)

.
ょ
り
も
明
ら 

か
な
ご
と
く
、
本
書
で
は
：
.
'千カ
フ
：エ
の
成
立
経
緯
、
機

能

，
紅
織
、
歴
史

 ̂

展
開
、
そ
の
将
来
の
展
望
が
叙
述
分
析
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
決
し
て
理
論
的 

な
研
究
：書
で
は
な
く
、
ま
た
視
点
を
定
め
て
総
粗
整
理
し
た
と
い
う
よ
り
も
、

立

5

周
年
を
記
念
し
て
"
.そ
の

一

〇

年

間

の

.歴

史

を

出

版

す

る

こ

.と
：
を
：事

務.
そ

の

霧

•
活
動
に
.応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
叙
述
を
加
え
て
い
く
と
い
？
た
汝
5
 

局
長
.に
要
請
し
、
種
々
検
討
の
.結
果
、4

カ
フ
ェ
の
®'
動
に
全
く
関
係
を
も
た
な
分
析
に
終
つ

.て
い
る
.
。
：

：

' 

.

い
著
者
に
ょ
る
客
観
的
な
歴
史
が
望
ま
し
い
と

考
え
ら
れ
、
ワ
イ
ト
マ
ン
S

著
者
ワ
イ
ト
’マ
ン
.は
、
：イ
ギ

リ

ス

の

、、ハ
！

、、
ン
ガ
.ム
大
学
の
麗
経
済
史
.の 

瞩
さ
れ
る

t

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
は
す
で
に
一
九
五
六
年
に
、

J
 

I

上
級
講
師
で
あ
り
、.1
九
：五
九

•六
：_ー|

現
地
調
査
を
も
行
な
っ
■て
本
書
を

ま
と
め
て
い
る
。

' 

^

-  

■

こ
こ
で
は
、

そ
の
構

成

に
よ

り

つ
.

つ
、
.
さ

ら

に

総

括

整

理

し

て

、
第

.一
に
、

エ
カ
フ
モ
の
成
立
と
そ
の
機
構
、
.

第
一
一
に
エ
カ
フ
ェ
活
動
の
成
果
、
.第
三
に
そ 

の
展
望
と
問
題
^

I

順

次

考

慮

す

る

ヶ：

.

エ
カ
フ
エ
'

は
ニ
九
四
七
年
三
月
に
：E

C
O

S
O

C
,

の
.

決

議

に

，
よ

り

。

i

と
と 

も

に

設

立

が

決

定

さ

れ

、

同

年

六

月

に

発

足

し

て
.
い

る

。

そ
の
成
立
の
起
源 

.は

E
C
0

S
O

C
:

に

よ

り

四

六

年

六

月

に

設

立

さ

れ

た

H3
Q

日
w

日
P

J

y
O Q
u

r

s 5
日
丨 

I
m

s
s

o
n
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n

 

t
h

e
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c
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n

o
m
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c

 

R
e

c
o

n
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n
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D
e

v
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t

a
t

e
d

 

A
r

e
a

o

w
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r

K

n

g
 

P
a
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t

y

 

f
o

r

 

A
s

i
a

 

a
n

d

 

t
h

e

 

F
a

r

 

E
a

s
t

 

に
も
と
め
ら
れ
、
そ
の
淀
立 

に
は
、

中

国

代

表

の

努

力

と

，1.-
7-
.
テ

ン
:;
.

ア

メ

リ

カ

諸

国

の

協

力

が

貢

献

し

て

い
 

る
。

し

か

1
成

立

の

真

め
; ^

因

を
^

し
次

の

は

、
.第

二

次

大

戦

後

ア

ジ

ア

諸

国 

が

こ

れ

ま

で

の

植

民

地

か

ら

脱

却

し

て

政

治

的

に

独

立

し

，
ケ

ジ

ア

が

そ

れ

自 

身

の

貴
^

に
^

い
て
行
動
し
う
る
と
い
.
う

こ

と

を

、
世

界

が

認

め

た

か

ら

■に
ほ 

か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
ゲ
ル
如
し
四
七
年
六
月
の
ノ
エ
カ
フ
.

ェ

第

J
'

回
総
会
に 

お
い
て
、

そ

の

加

盟

国

は

、

域

内

諸

国

四

： (

中

国
■/
•

ィ
ン
ド
'.

フ
ィ
リ
ピ
ン

•' 

.

タ
.
.ィ)

:;
■

に
.
対
し

、
-：
域
外
諸
国
六
.
'
.
C7
メ
.
リ

カ
,
•

.

s
r
.

ギ
リ
.
.
.
.
ス
.
.
.
.
.
.
オ
'

ラ
.
.ン

ダ

，.

フ
ラ
シ
，

‘

ス
•

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア.

•

ソ
連)

で

あ
:̂

、
い
.ま
だ

ア

ジ

ア

自

身

の

機

構

.と

は

い 

.え
な
い
状
態
に
あ
々
た
。

一
九
五
〇
年
末
に
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
加
盟
し
て
初
め 

て

域

内

諸

国

が

過

半

教

を

制

す

る

よ

う

に

な

：
，っ

^

。ゝ

な
お
萆
ー
年
の
^
セ
回
総 

々

で

-V
'
わ
妙

?)「

ラ
地

:'
'
.
:
'
;
|

ル
：
傲

定

」

' が
坐
ま
れ
、
こ
め
地
域
に
主
と
^
て
関
す 

カ
問
題
に
ゃ
ぃ
て
ほ
域
内
加
盟
国
洎
浓
が
決
定
淦
行
な
ぃ
ぺ
域
外
諸
国
は
こ
れ

:'

に
反
対
す
る
こ
と
を
差
し
.控
え
る
と
い
.：う
原
則
が
承
認
さ
れ
、
地
域
自
身
の
委 

員

会

に

：干
力
、
！

v

ェ
が
：
実

質

的

に

ニ

歩

近

づ

い

た

，の

.で
あ

る

。

現

在

加

盟

国

は

一

一

五

、
ハ
う
ち
域
内
.
一
八
、

域

外

七

)
で
準
加
盟
国
は
五
地
或 

で
あ
り
、
' 

.

ェ
力
.ブ
.：ェ
地
域
の
範
囲
は
西
は
ア
フ
ガ

—
ス
タ
ン

♦
.ィ
ラ
ン
か
ら
、
 

東

は

日

本

、
，
南

は

ィ

ン

：ド

ネ

‘ゾ
ァ
に
及
ぶ
^.
範
な
地
域
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か 

，
ら

も

明

ら

か

な

よ

う

'に
;'
千

ヵ
フ‘

K

諸

国

は

世

界

で

も

も

.っ

と

も

低
開
発
な
諸 

国
で
あ
り
、
種
々
雑
多
な
国
々
を
含
ん
で
、.
組
織
す
る
の
が
も
っ
と
も
困
難
な 

地
域
と
：な
っ
文
い
f

 

.

:
:

ご
ニ
：
 

V
'
.

.
ェ
ヵ
フ
_
の
主
要
な
自
的
お
よ
び
機
能
は
，
そ
の
.
.

「

付
託
条
件」

'-(

な

|

&
 

r

参
照)

に
.明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
次
の
ご
と
含
も

©
.で
あ
ろ
う
。
⑷

ェ
ヵ 

フ
ヱ
地
域
の
経
済
再
建
と
開
発
を
自
的
と
.す
る
共
同
ー
.致
の
疔

1;
.を
促
進
し
、
 

.そ
の

経

済

活

動

水

：準

を

高

め

;'
.
さ

ら

に

同

地

域

相

互

間

お

よ

び

世

界

の

そ

の

他
 

の

国

，々

と
：
の
.経
旗
関
係
を
維
持
し
強
化
す
る
た
め
.
.
'
の
：諸
方
策
を
発
議
し
か
つ
こ 

れ
に
参
.伽
す
る
。：
0>
)
:こ
：の
地
域
忙
お
け
る
経
済
的
技
術
的
諸
問
題
と
開
発
に
つ 

い
て
の
調
査」

研
究
冷
実
施
な
い
1,
主
催
す
る
。
：
(0
)
経
済
的

.
技
術
的
•
統
計 

的
情
報
の
舭
集
ン
.
_佩
お
よ
び
"伝
達
に
歡
事
な
'ぃ
し

主

催

す

る

、

：

3
:地
域
諸
国 

の
要
求
^
戚
忆
て
解
言
的
サ
一
ビ
ス
を
提
供
ず
る
。

(e)
:
;
E
C
O
S
O
C
.

0
要
請
に 

よ
り
、
そ
れ
が
.
_
に̂
お
い
て
孩
砠
#
ぬ
領
域
の
諸
問
題
を
ふ
く
む
罾
罾
的
問
：

.題
と
の
関
迪
で
も
つ
そ
の
機
能
を
果
す4

で
の
支
援
を
行
な
.う
。
.(f
)
経
済
開
発 

.

:

の
社
会
的
側
面
私
だ
び
瘙
洚
的
淑
会
的
諸
要
因
の
相
互
関
係
に
つ
い
：て
適
切
に 

'処
理
す
る
”
：

V 

.

.こ
れ
:^
要
.す
る
に
、
⑴
政
策
の
：'立
案(

a 

⑵
調
查
と
.ft
報
.
.

(

b 

•
; 

C 

)

、
⑶ 

実
務
的
活
動

c
,'
d

>

e

)

.、
■.と
.整
理
す
':
る
.
.
V
I
.

と
.が
：で
き
よ
.う
。'
,：.ェ.V

力
.フ
.；ェ
.は
、、
国



迹
の
政
策
の
枠
内
で
行
動

.し
、

§

§
.

©
全
面
的
監
督
を
.ぅ
け
.て
お
り
、
.
 

:. 演
行
機
関
と
し
て
の
役
割
は
殆
ん
ど
も
つ
て
い
ず
，
そ
の
主
要
な
任
務
.は
、
政 

策
泣
案
.と
勧
告

•
諮
問
活
動
に
ょ
り
、
地
域
協
力
を
促
進
し
、

:̂
の
地
4
の
急 

速
な
経
済
発
展
’を
達
成
す
る
こ
と
に
お
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
0- 

':

H
ヵ
フ
エ
は
、：
こ
.れ
ら
の
目
的
，.機
能
を
果
す
た
め
に
、：
避
会
と
次
の
ご
と 

き
補
助
機
関
を
%'
ち
、
そ
れ
に
応
じ
て
の
次
の
ご
と
.き
事
務
局
を
タ
す
の
、、ハ
ン 

コ
ッ
ク
に
設
置
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
機
構
お
ょ
.び
成
立
の
状
況
か
ら
み
て 

も

'
エ
ヵ
フ
エ
が
.い
か
な
る
活
動
を
行
.な
つ
て
き
た
か
が
、
ほ
ぽ
認
識
さ
れ
る 

で
あ
.ろ
ぅ
。
事
務
局
員
は
ニ
;0
八
人
' (

六
o

年
末)

で
、

そ
の
ぅ
ち
専
門
職
員 

は
四
〇
％
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
機
構
の
尨
大
さ
に
比
.ベ
て
ス
タ
ッ
フ
の
手
不
足
の 

■^
は

ま

ぬ

が

れ

す

 

'全
般
的
に
.評
価

'^
.て
、.

.エ
ヵ
.フ
ナ
の
活
動
.は
..，各
方

面

に̂ 

範
に
行
な
わ
れ
て

V
る.

け
れ
ど
も
、
齡
み
に
か
け

.

て
.

い
る
き
ら
い
が
あ
る
こ
と

.
 

は
否
定
で
き
な
ぃ
.
。

: 
.

.

.

,

.
 

•
 

.
.

.
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^
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镞

鞠
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^
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S
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(committee)
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vp
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^

^
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w
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#
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^
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^
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^
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ti
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(

0

0

震
^

t
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e

 

o
n

 

I
n

d
u

s
t

r
y

 

a
n

d

 

N
a

t
u

r
a

l
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(1957 
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次
に
モ
カ
フ
ェ
成
立
以
来
、
，
今
日
ま
で
の
主
要
な
活
動
を
考
察
す
る
。
本
書 

で
は
，.

-(
1
.経
済
調
査
.
統
計
.お
よ
び
..
.
11
.画
：(

経
済
-®
観
.
•
.統

計

.
，
経

济

開

発

計 

画)

、
.⑵

ェ

，業

化

(

金
属
本
よ
び
機
械
ェ
業•
小
規
模
家
内
工
業
；
公
企
業
•
人
員 

訓
練)

、
(3
)
天
然
資
源
：

(

農
業
，
鉱
物
•
電
力
•
水
資
源
開
発
-
メ
コ
ン
.河
計
画)

.、
 

⑷
内
陸
運
輸)(

鉄
道
.
道
路
•
水
路
•
共
通
問
題)

、
⑸
国
際
貿
易
：'
(6
)
社
会
的
. 

問

題(

社
会
政
策
.
:A
ロ 

•村
落
開
.発

•
住
宅)

に
分
.け
、
.
ェ
カ
フH

の
活
動
を 

ニ
百
頁
に
ー
わ
た
り
詳
論̂
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
ま
と
め
、
と
く
に
顕 

著
な
活
動
成
果
の
み.を
と
■り
■あ
げ
■る
こ
、，と.に
す
る
9

ま
ず
、
.ェ
カ
，
.

フ
土
の
進
展
の
今
日.ま
で
の
大
き
な
流
れ
を
み
れ
ば
、
次
の
三 

つ
の
時
期
に
整
理
さ
れ
よ
う
。
第
一
は
、
-'
戦
災
か
ら
の
復
興
に
中
心
を
お
き
、
 

と
く
に
、
域
内
諸
国
は
、

マ1
シ
ャ
ル
，
ブ
ラ
シ
の
ア
ジ
ア
版
を
期
待
し
て
、
 

エ
カ
フ
^
を
対
外
援
助
の'受
A
れ
配
分
機
関
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い 

た
：時

期

で

：
あ

る

:0
第
一
一
期
は
、

九
四
九
年
に
ア
メ
リ
カ
が
は
?
き

り

と

そ
の 

よ
う
な
援
助
を
す
る
意
志
の
な
い
こ.と
.を
明
ら
か
Mに
し
た
結
果
、，
域
内
諸
国
が.
 

ェ
：カ
フ
デ
に
対
し
失
望
し
、.':
.む
し
ろ
鞋
視
し
、て
い
た
期
間
で
あ
る.。(

勿
論
、
.

四
九
年
以
来
、

V
.

 

H
.
:

力.

フ
ェ
の
，活
動
は
漸
次
順
調
な
進
展
を
み

.

せ
て
い
.る
。

)

，
し
か
し 

各
国
が
独
自
の
経
済
開
発
計
画
を

':
*

案

し
: '

急
速
な
発
展':

'
.
.
.工
業
似
を
目
指
す 

>
 

,

一
，';

ー
1

ーー
 

D

 1
:

四
五)

.



過
程
に
來
い
ャ
ぺ

^

汸
タ
キ
諸
国
找
そ
の
た
め
め
情
報
ヤ

.

^

家
等
め
.

1
^

、

5''.

各
国
間
に
^
け
る
：調
整

®
.必
要
性
を
認
識
し
：始
め
る
：よ
5
r
な
：
 

り

、
；
；
こ

で

.
に

-'
.:>

:-;
<

に
; ^
.
九

五

五

.
、
-
五

六

年

：̂

契

機

と
-;
u

て

、
,'
チ

ヵ

フ
：ユ
：

活

^

 ̂

圆
の
蜇
点
を
経
济
開
说
と
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
お
き
、
こ
の
地
域
の
経
済
発
展
•
 

工
業
化
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
第t.

一
一
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
 

今

日

迄

、
，
一
エ

‘ヵ
フ
ェ
.ぱ
具
体
的
な
政
策
の
立
案

.実
施
に
：関
し
て
は
、'
^,
:
れ
ほ

. 

ど
成
果
は
な
く

.'
主
之
し
て
.そ
の

活

動

は

：，
.個
別
的
な
特
定
の
勧
告
，
示
唆
に 

.と
ど
ま
り
、
'
.調
查

.*
情
報
の
収
集

*
伝
達

.の
面
で
大
き
な
成
果
を
拳
げ
.て
い 

る
。

.

:

/

v

;

.

v :. '
,

'
"
:
.,

:

,

全
般
的
な
成
果
と
：し
.て
は
、：
-
ヵ
フ
ェ
諸
国
間
の
唯
一
の
話
し
合
い
の
機
関 

と

し

て

、
.
相

互

に
ア%

 K

精
神
を
認
識
さ
せ
,
相
互
協
力
の
意
識 
'
自
助
の
精 

神
を
作
り
出
し
た
'こ.
.

AJ.

で
..
あ
ろ
う
。.

と
く
に.

ア
ジ.
.

ア
ナ
シ
ョ
ナ.

リ
ズ
ム
'に
と
も 

な
う
排
他
主
義
の
危
険
性
を
や
わ
ら
げ
る
役
割
を
東
し
た
こ
と
が
重

要

で

あ 

る
。
さ
ら
に
.は
、
実
行
機
関
と
し
て
は
作
用
し
な
か
つ
た
け
れ
ど
も
、
次
に
述 

ベ
る
個
別
的
成
果
を
通
じ
T :
、
域
内
諸
国
の
経
済
発
展
の
促
進
に
少
な
か
ら
ず 

貢
献
し
た
点
も
挙
！̂

れ
よ
う
。

. 

,

.

工
ヵ
フ
ェ
の
活
動
は
各
部
門
に
わ
た
つ
.て
行
な
わ
'れ
、
そ
の
個
別
的
成
果
を 

简

#
に
.整
理
す
る
，こ
と
は
不
可
能
で
，あ
る

.が
、
と
く
に
重

要

と

思

.わ

れ

る

も

の 

だ
け
を
評
者
の
.考
え
に
よ
り
整
理
し
て
み
る
'0 

1
、
調
逾
研
究
: *

基
礎
的
資
料
の
収
集

•
諮
問
活
動
：

'⑷

全
般
的
な
調
査

•
統
計
資
料
の
収
集

.
.

従
来

'
こ
の
地
域
で
は
、
正
確
な
統
計
資
料
は
.存
在
せ
ず
、
そ
の
経
済
的
プ 

ロ
フ
イ
ー
ル.

を
え
が
，く
こ
と
も
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
な
に

よ
り
も
ま
ず
、
遙
礎
的
な
調
查

•
統
計
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
.：こ
©
方
面
で 

の

.ェ
ヵ
ラ
ヱ
の
初
期
の
成
果
は
非
常
に
大
き
.い
.。
'す
.
で

に

一

九

四

七

年

版

よ

り
 

『
h

 
ジ
ァ
経
済
年
報』

(Economic 

Survey of Asia 

and the Far East)

:̂
:b

に
五
.〇
年
よ
り
-『

:T

ジ
ァ.

経
済
四
季
報』

.

：(E
c
o

n
o

m
ic

. 

B
u

lle
t
in

 

f
o

r

 

A
s
ia

'
 

-- 

.
 

(

注 
3

) 

:

and the Far East)

が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
後
者
は
、
巻
末
の
統
計
資 

:

料
と
.と
も
束
、:■
■

非
常
に
貴
重
な
調
査
研
究
が
毎
号
の
'叱
ら
れ
て
お
り
注
目
に
値 

す

る

.0
そ
の
他
多
く
の
資
料•

文
献
が
発
表

^
れ
て
.お
り
、
.
多
く
の
会
議
も
行 

な
わ
れ
ズ
い
る
。
：
：

^
 

,

ま
^

基
礎
的
調
查
の

 

'一：，つ
の
成
果
と
し
て
、
最
初
の
子
力
フ
ェ
地
域
の
地 

質

鉱

物

図
の
！
！：

十
案a

図
.

の
完
成.c

一
 

九
六
〇
年

)

.が
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

。

:

6 )
:

開
発
計
«

に
..関
す
る
情
報
の
交
換
と
諮
問
活
動
..

こ
の
面
で
0
ェ
ー
ヵ
：フ
ェ
の
活
動
開
始
は
：お
く
れ
、

K

九
五
五
年
よ
り
本
格
的 

一
に
始
ま.

つ
，
た
：
と

い

ぅ

こ

と

が

で

き

よ

ぅ

。

そ
れ
以
前
に
も

、)

国
内
資
本(

貯
蓄)

 

の.

動
員
に
関
す
る
研
究
が.
.

ま
ず
行
'̂

わ
れ
、
次
い
で
国
内
貯
蓄
と
必
要
投
資
の
. 

ギ
：ャ
ッ
ダ
を.

ぅ
め
る
た
め
：め
政
府
予
算
の
赤
字
の
間
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い 

る

。
：
五

五

：年

以

来

、
；

-

経
済
開
発
お
よ
び
：計
画
作
業
部
会
f

 
f

 P5
y

 

o
n

 

■
E
c
o

n
o

m
ic

 

D
e

v
e

lo
p

日e
n

t

 

. a
n

d

 

p
la

n
n

in
g

)

の
会
議
が
行
な
わ
れ
、

そ
の
後
ァ 

ジ
ァ
経
済
計
画
官
会
讓

V
(

以
下
で
ふ
れ
を)

、.

計
画
技
術
専
門
家
会
議

(G
ro

u
p

 

•o
f
 E

x
p

e
r
t
s

 

o
n

 

P
r
o

g
ra

m
m

in
g

 

T
e

c
h

n
iq

u
e

s
)

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現 

在
ま
で
の
と.

こ
ろ
、，.

開
発
計
画
の
技
術
的
問
題
の
検
討
‘
情
報
の
交
換
に
お
わ 

り
、
：そ
れ
ほ
ど
の
成
果
は
あ
が
ら
て
い
な
い
。
し.

か
し
最
近
に
い
た
り
、

ェ
力 

フ
ェ
地
揭
の
長
期
的
展
：望
め
作
業
が
す
す
め
ら
れ
、
ま
た
各
国
の
計
画
の
■地
域 

的
調
整
の
必
要
性
が
：理
解
さ
れ
始
め
、：
今
後
に
期
待
が.

か
け
ら
れ
よ
う
。

■:
:
 

:
 

■
技
術
的
知
識
、
.：.襲

の

：収
集V

::;

交 

.
 

'そ
れ
ぞ
れ
個
々
、：®

寒

，
^
^
の

間

題

：ぬ

関

し

文

：
は

、
：
と

<(
;
'に
按

術

；
^
.
:
基
 

礎

的

調

査

を

中

心

に

，
；
：太

ぎ

な

成

果

を

あ

げ

：
て
；
お

り

P
そ

れ

は

各

部

門S

た 

り

t
&
.に
列

挙

す

る

，
と

と

が

不

可

能

な

ほ

：

.ど
セ

あ.石
。
，_域
内

諸

国'が
エ
：力
ル 

エ：

の
価
値
ー
と
効
果
を
如

^
に

德

じ

ぢ

っ

右

の

は
、
.。こ
®
面

で
^
る
S

違

が
.

■エ
ヵ
.，ブ
.严
は

技^
的

経

験

と

細

識

，

_の
.交
換

所

で.
.
あ

.^
、
.
.
そ

め

へ

指

導

者

と

も 

な
.つ
て

き

た

の̂
あ

^
。
へ
さ

」

ら

に

国

連

技

術

援

助

局
：.(

^

| >

>>
.

)

；
や

そ

0 .
.
他

機

関

ノ

 

と

の
^
力

に

よ

り

：：
H.

力
.：フ
エ
は
数
多
X
の
研
究
視
察
旅
行
、
'セ
ミ
.ナ
'

丨

、
:シ
： 

ン
4
レ

.ュ
ー
.七
等
を
_主
催
1;
て
.お
り
、：

こ
.こ
：̂

こ
：
れ

迄.ひv

エ
ヵ
7
:エ
活
動
め
大
' 

部
分
が
集
中
洛
れ
て
.い
る
の
で
：あ
る
'

⑷

標
準
化
表
統

1
化
へ
；の
努
カ 

:
:エ：办
フ

5

国
で
.は
，
：各
種
法

標
準
化
/ /

欠.

け
て
お
々
、
^

の
- /

4
:̂

め
努
カ
が
4.
ヵ.

|
フ
、'

キ

に

：ょ

つ

.
て

着

実

に

行 

な
わ
れ
て
章
て
や
る
。
：;# ;

の

諸

的

.な
%'
の
^
1>
て
、
：”
関

税

霞

吃
'

ラ
ヵ
フ
キ
：
 

規
約
の
勧
，

(
E

C
A

F
E

 

:G
o

d
e
“

o
f 

R
e

c
o

m
m

e
n

d
e

d

o .
l .c

m
s

 

P
r
o

c
e

d
u

r
e

s
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一
九 

六
0
年)

)

'

が
'

あ
る
。
 

.

.
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:
#
定
プ
へ
ロ
，ジ

'

H
,

ク
ト
に
対
す
る
貢
献 

ヱ
：力
フ
ヱ
.は
直
接
的
：に
.計
画
を
実
施
：す

^
こ
と
は
で
き
.な

.1
>
が
、
特
定
の
：地 

.域
的
フ
ロ
ー
o

;
ト
.に
^
し
て
は
、
そ

©;
計

画

•
実
現
に
；大
い
：に
貢
献
し
，て
い. 

る
。
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W

メ
；
n

y'M
li
*
:画
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'
■ 

.

::
■

_
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r
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一. ：

r」

，'
:
:
内

:
’:'
■<ミ
•■
.

y,

:';:

，.へ
'
'
'
;
:
.
-
' 

エ
ヵ
.ス
エ
が
そ
、の
実
現
.に
貢
献
し
た
最
初
の
も
つ
と
も

顕
著
な
•
一
例
で
あ 

み

メ

.コ

.ン
河
は
、
力
ン
於
ジ
ア

.
ラ
オ
ス

.
タ
イ
.
南
べ
ト
ナ
ム

を
質
流
す

る
国
際
河
川
：次
あ
り
、：；：ェ：ヵ

7:
:チ
电
中
心
と
し
；.て
/
;域
内
，
蜣
外
の
4
く
の
国 

■々
.上
諸
国
際
^
関
の
助
，ガ
を

'£
:て
..、：.，.四
..ヵ.国
共
同
.：に
.よ
る
メ
.
'コシ
.河
流
域
の
'1 

'

溉

•
:^
水
.；‘
.航
運
：，
#
カ
等
の
、諸
分
6
に
わ
だ
る
へ
総
合
的
な
.開
発
計
画
.が
調 

査
：• ：

立
案
さ
れ
て
.お
り
.、‘
五
七
年
に
四
，:*
国
の
共
同
.宣
言
が
な
さ
：れ
、
‘メ
コ
ン 

.河
下
沪
域
|1
查
調
整
委
員
会
：..

(CODllnitt

s'for.:; Goloranatiop.. of Investigati— 

l
.
.
o
f
_
e
.
H
i
r
: 

Mekong. 

;'w
f
n

)

が
設
置
さ
れ
、
：現
在
二
層
詳
細
•
具
体 

別
な
調
査
が
.
.
行
な
.わ
れ
、：
実
施

ft
画
が
ね
ら
れ
て
い
る

;.
0
と

ぐ

に

.注

目

さ

れ

る 

.の

.，は
、

，
こ'の
調

査.
.研
究

め..‘
ィ

ニ

シ

ア.テ
ィ

プ

を

，
.：ェ
ヵ

；
フ
：
：

'ユ
；̂
と
ゲ
' 
域
内
四 

?

_の
^

^
カ

：
に.：ょ
：
る.計
画
で
あ
^
、.
.さ
.ら
ぬ
資
金
>
技
術
援
助
の
：形
で
広 

v>

国

際

協

力

と

；讓

的

参

加

が

e:
な

わ

；れ.て
い
一
る
：
^

い

ぅ

点

で

あ
る
。「

(b
)

■ア
ジ
ア
ハ
ィ
ゥ
土
ィ
計
画

.

.
'
.
.
こ
.れ

は

-V
ィ
.コ
.
.
V
:
:
,

シ
シ
.ガ
ポ
-丨
.ル
.
.
よ
，り
チ
'へ
.ラ
ン
.に
：至
.る
|1
際
道
^
を

相
互
協
カ
俾

:;
^
'0)

'7
:
作

欠

ム

域

杓

；
の
：
交

通

.，)

通
信
を
整
備
：.
:
発

勝

さ

：
珐

、

0

W
 

開
発

©
促
進
に
も
役
立
て
よ
ぅ
と
す
る
遠
大
な
計
画
で
あ
る
。
五
八
年
に
..
：ェ
：力 

:

フ
Y
':
.3
1'©
道

路

小

資

会

：ぬ
%:
.考
に
.、
：
へ
全
体
を
ー
ー
ー
つ
：
；
の

区

間

^
^

部
会
を
設
け
て
、
そ
の
技
術
的
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
段
階
に
現
在
，は
あ 

る
。

‘

3

地
域
協
力
へ
の
努
力

.，

■-
.r
-
w
v
:
■
力
：̂f

姨

内

貴

易

促

進

会

議

：ミ

•^
:
易
..-
'
.
.
,
:

決
済

.面
に

お

け

る

，協

力

と

i
t
Tは
，
す
で
に
ア
ジ
.
7支
払
同
盟
の
.結 

:

成QI

可
能
性

^

る

検

詠

が

：
行

な

わ

れ

た

が

、

；：；：

五

八

年

第—*
西

回

ェ

：
ヵ

フ
.ェ
； 

総

会

め

決

議

祀
.%
.法
づ

ぎ

、
；

,;
:
:
五

九

年

よ

夂

毎

氣

域

内

質

易

促

進

会

讓

が

開

催

さ
 

れ

^
本
る
ザ

^
め
^
談
は
域
内
諸
国
ひ
み
が
集
ま
^
て
汾
貿
易
業
者
の
出
入
国

.



問
題
、
税
関
手
続
の
簡
素
化
な
ど
の
一
般
的
問
題
V
討
_
さ
れ
る
が
、.
中
心
は 

関
係
隹
国
間
で
め
袭
商
品
ぬ
貿
易
拡
犬
方
法
を
具
体
盼
祀
協
議
す
る
個
別
会

' 

鎭
に
あ
り
、
■た
と
え
ば
日
本
の
タ
ィ
よ
り
の
.と
ぅ
も
ろ
こ
し
輸
入
の
增
大
な
-a
:

'
 

め
：具

体

的

な

成

果

を

.挙
げ
る
と

^
も
に
.、
地
域
協
力
ど
く
に
域
内
貿
易(

の
：拡

大

' 

:

に
.全

般

的

に
貴
献
レ

弋

：い
：る

。
：
も

'

:
.>

■.
..
>
;(b
)
v
.
.

ァ
ジ
で
経
済
故
画
官
会
議
-:
.

:
:一
.'
'V
V:

、.：へ：
：
：
'

A 

,

';
{
:■

.
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;'

最
近
ぬ
い
：た
り
':
:
'
.
各
国
が
開
発
計
画
の
立
案

*'
:
|
<
施

匕

当

从

，

そ

.の

地

域

的 

関
速
を
考
慮
し
、：
お
互
に
情
報
を
交
換
し
合
ぅ
必
要
性
が
.ま
す
ま
す
理
解
さ
れ 

て
き
て
い
る
：
五
九
年
の
，1エ
；
ヵ

フ

エ

：
総

会

に

お

.̂
て

と

へ

雲

議

の

開

催

が

决

^' 

さ
れ
、
六

--
*
年
九
月
第I

回
会
_
が
行
な
わ
れ
，y

三
.年
毎

：に

開

催

さ

れ

る

予

定
 

•で
あ
る
。：：
勿
論
本
名
議
で
%:
.，
技
術
的
だ
話
し
合
い
が
中
心
で
知
ろ
5
が
、:;
:実

. 

際

.に
計
画
.を
：担

当

す

蚤

咼

官

達

め

話

1,
.
-合
1>
が

符

な

わ

：れ

右

と

す

れ

ぱ

：、
：
や

が 

七
は
各
国
の

»
画
調
整
を
%
可
能
^
す
か
こ
と
が
期
_
さ
れ
，
そ

0,
も
々
意
義
；
 

ム
は
少
な
ぐ
な
い
，̂
で
あ
る
。
::
:
ハ
:
.
‘
7 

'

:'
■
(0
)

.'
-
全
般
的
な
地
域
協
カ
、

';

ァ
认
ァ
経
済
協
力
機
構
A
O 

A

 E

s1

の
：構 

•-
:

想

.：:
'. 

. 

'
.

一
::
-
,

.
V:
;
;,
.
,;
,
-:
.

,

.へ
:'

..

V

,

一
六
〇
年
の
第
—*

六
回
エ
.

力
■フ
：
ェ̂

#

ぬ
お
1-
>

て
-;
/
.

「

貿
易
お
よ
び
.産
奮

発

腠

：； 

の
た
め
め
域
内
経
済
協
カ
に
関
す
を
が
採
択
さ
虼
拿
務
局
ぼ
純
し
で 

この
間
題
^
つ

い

て

め

暫

定

的

研

知

を

行

な

夕

ご

と

が

：要

請

さ

れ

た

。
：
：.；
そ

め

結
 

果
.、_

「

地

域

的

質

易

協

力

み

：：「

エ
力
：
フ

ェ

地

域
^
お
け
る
地
域
経
済
協
力
.の
範 

囲

1-
:
;
:
と
題
す
る
ニ
ー
つ
'の
注
目
す
べ
ぎ
基
礎
研
免
が
発
_

&
だ
：，
き
ら
^

ユ 
'力 

フ
j-
の

|
種
办
諮
問
機
関
と
む

.て

;-
1地
域
経
済
協
カ

.に
関
す
る
専
門
家
グ
モ
1
一
 

プ」

が
設
立
さ
れ
、:'
そ
の
.最
終

報

告

が

六

：
一

年

末

ウ

.:
'

.
-二
ュ

ン

事

務

員

員

に

提
.出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
ア
ジ
ア
経
済
協
力
機
構
の
設
立
が
考
慮
さ 

れ
、
六
ニ
年
め
エ
.ヵ
フ
ヱ
第
一
八
回
総
会
で
討
議
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
 

時
期
尚
早
の
意
見
が
強V

、

実
現
し
な
か
っ
た
。

.

;

こ
'

CD.
地
域
に
.お
：い
^'
、1
経
：済
発
膨
が
.最
も
次
ぎ
な
阻
害
要
因
は
、，

資
本
不
足 

ど

と

-:
%
'に
、ぢ
技
爾
者
ぜ
各
種
專
門
.家

•
企
業
者
能
力
等
の
.人
的
貧
源
の
.不
足
で 

あ
る
。H

ヵ
フ
ヱ
に
お
い
て
も
、
^

>

>

•

国
際
労
働
機
構(I 

L

S、
そ
の
也 

の
諸
機
関
と
の
協
カ
の

.%
と
に
各
種
の
.訓
練
セ
ン
タ
ー
お
ょ
び
セ
ミ
ナ
|
を
設 

v®
:L
”
i
れ
ら
の
人
的
資
源
の

,^
浞
め
解
決
の
た
.め
に
大
い
に
努
力
し
.て
い 

る
。■

し
か
し
エ
力

フ

.，
エ
^
驚

金
•

ス
タ
シ
フ
等
.が
乏
し
く
、
ま
た
各
国
の
協
力 

^
余
り
え
ら
れ
ず
、

そ
の
成
果
は
非
常
に
限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
？ 

II
I
練
セ
ン
タ

I
の
主
要
.な
も
の
と
し
て
は
、Regional’ 

Training 

Centre 

for Railway 

Operating 

and 

signamngofacials 

(

現
在
は Pakistan 

Eegional: Railly! Trainingoentre 

(

一
九
五
四
年
、
ラ
ポ 
I

 

ル)

Diesel 

Marine 

Mechanics Trainin

OQ-
c
e
n
t
r
e
)
(

一
九
五
六
年
、
ラ
ン
グ
I 

_

 

ン)

’ Regional 

D
e
m

o.graphic 

Training 

and 

Research Centre :(

ボ
ン

ベ
ィ)

.な
、ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
六
ニ
年
の
総
会
に
お
い
て
、
開
^
計̂
画
立
案

.. 

実
施
.の

•^
め
，の
.政
府
要
員
の
1
練
の
'目
的
で
._ヒ
*̂
2
1

Institute.vof'Economic 

Development
,

の
設
置
が
決
定
さ
れ
て
い
る

，

ま

た
.

エ
，
ヵ

、フ
：土
自
体
も
人
員
養
 

成
の
^
関
と

^
て
も
役
立

0
,て
い
る
.の
で
ぢ
る
。
....

.

-

.

 ̂

.

[
■ 

>

,
 

•

•■.
.

.
.
.

- 

-

，
■か
.よ
.う
に
ェ
カ
フ
■工
の
活
動
を
考
慮
し
た
の
ち
、
本
書
で
は
、
.
ェ
.カ
フH

の

展
望
と
問
題
点
を
、；
1
、
協
力
範
囲
の
変
化
、士

'
協
カ

€>
:
抝
術
、
:'
.
3
-協
3 

:

の
政
治
学
I

分
げ
て
論
究
し
て
；い
る
。：

.'
ま
ず
.エ
ヵ

，フ

エ

の

活

動

を

総

括

的

に

評

価

し

て

：
み

れ

ば

、

エ
ヵ
プ
エ
ー
は
、

十 

分
な
資
金
も
実
行
カ
も
有
能
な
ズ
タ
.ッ
フ
に
％
め
ぐ
ま
れ
て
い
な

1:
>
こ
、と
を
考 

え
る
と
、，.そ
の
で
き
る
範
囲
内
に
お
い
.て
は
、
最
大
の
夜
果
を
あ
げ
■て
い
.る
と 

い
え
よ
う
。：.
と

く

ぬ

ラ

，：
ボ

|
ル

協

定

以

後

，
は

.、.

.ア
ジ
ア
自
身
の
機
関
.と

し

て

.
エ 

ヵ
フ
ュ
を
活
動
さ
せ
る
こ
と
に
努
力
が
..
そ
そ
が
れ
.て
..
い
る
；。
す
.で
.に
指
摘
し
た
：
 

よ

う

に

，と
く
.に
最

近

に

い

た

り

、
；
各

国

は

.、
地

城

内

に

お

い

て

そ

の

開

発

計

画

 

を
調
整
し
合
う
こ
と
ぬ
.よ
り
、
.国
際
的
分
業
化

.'
;
特
化
を
達
成
し
、
市
場
規
模 

を
拡
大
し
て
規
模
の
経
済
を
実
現
し
、
先
進
国
市
場
依
存
.に
よ
る
不
安
定
性
を
" 

除
去
し
，
輸
出
の
停
滞
に
よ
る
輸
入
能
力
不
足
を
地
域
的
輸
入
代
替
に
よ
つ
て 

解
決
す
る
こ
と
の
必
要
性
.を
理
解
し
、
経
済
協
力
へ
の
.認
識

を

高

；
め

：
、

'.
エ
ヵ
フ
' 

ヱ
へ
.の
邦
待
が
増
大
し
、
協
力
の
範
囲
が
拡
大
し
つ
.つ
^'
-
る

。
--
こ

で

五

五

年
 

の
第
十
一
：回総
会
.に
提
出
さ
れ
た(

承
認
は
さ
れ
な
か
.つ：た
け
れ
ど
も
>
当

時

0;
'. 

事
務
局
長
，
ロ
ヵ
ネ
I

サ
ン
に
よ
る
：「；

エ
力
フ
エ
に
よ
る
地
域
協
.カ
強
匕
.；に
関̂-
= 

一
る覚

書 

f

. 

S

I
 

o

p

i 

o

f
 

I

 

t

fh E
c
i

)：

©.
:
重

要

性

が

再

認

識

さ

れ

る
必

要

が

あ

る

。
.
：
こ

の

覚

書

が
 

実
質
的
に
は
.こ
：
れ

迄0;
協
カ
：の
方
向
を
規
定
し

てきたの
で」

り
る
。
ゝ
V
 

.で
は

^
キ
フ

^
を
よ
り
效
果
的
な
ら
^
め
、.
.地
域
胳
カ
'を
実
現

.

.促
1
し
.て
. 

い
ぐ
た
め
に
は
ゴ
ど
ん
な
問
題
が
あ
ギ
ハ
い
か
な
る
方
策
が
必
要
ど
さ
れ
る
で 

.あ
ろ
う
か
b

第

.一
に、
.:
'
.
:エ
ヵ
栗

諸

国

に

杈

げ

る

経

^
発
展
水
準
叹
大
ぎ
な
羞 

異

；
地
理的
隔
り
，
人

_

種
的
ン
.宗
教
的
相
違
が
^-
の
^
ぎ
^:
障
害
^:
な
.す
':
0
.
第
. 

一.一
痄
、

政

治

的

匕

も

ェ

：
カ

ぇ

土

：

||
国

は

、—
西

侧

鄯

尋'
:共
產

电

赛

諸

国'
^

立
：諸
国
に
分
裂
対
立
し
て
お
芳

_

1 -
:

は
.

、
：
：域
外
諸
国
が

^
^

へ

も

重

要

で

あ

り
:'
-
:東
.西
の

対

立.:
:
冷
戦

%
協
力
べ
の
障
書
と
.な
：つ
て
い
.る
。■

と 

.

べに一
一
九
五
一
五

〜

五

六

年

迄

：は

、
ハ

西

側

先

進

諸

国

^
エ
，
ヵ

：
プ

H :

を

軽

視

し

て

き 

.た
し

、
東

西

の

対

立

：が

1
ば
し
ば
混
乱
を
ひ
き
お
こ
.し
て
い
る
。
第
四
に
、
エ
力 

フ
ェ
_自
体
に
%•
大

き

な

問

題

於

あ

冬

，

そ

れ

は

国

連

本

部

、
：

E
C
0
S
8

お
よ
び 

そ
の
他9

機
構
と

.の
管
掌
範
囲
を
め
ぐ
る
争
い
で
あ
る
。.
そ
の
成
'立
よ
り
今
日 

ま
で
国
連
本
部
"
£
08 :
0
0
;
と
地
域
経
済
委
昊
会
ど

0 :
:

間

に

巾

央

帛

権

化

か

地
 

域

分

権

化

か

を

：
め

ぐ

り

争

.い
が
.く
り

：返

：さ

れ
.て
■き
.た
が
、
；
九
六
0
.
六

一

年 

に
地
域
菡
済
委
具
会
釔
強
化
ず
る
決
款
が
' 

^

0

0

^

8

と

国

連

総

会

を

，
通

過

し
 

て
工
ヵ

t
vai
c>
.権
限
が
強
化
さ
れ
ぎ」

と
と
だ
り
、'：ま
た
，こ
れ
ま
で
国
連
の
技 

術
援
助
計
画
.に
ェ「

：ガ
，フ
土
は
直
接
-

ダッ
チ
す
る
ご
と
が
で
き
な
が
つ
'た
が
、
六 

ニ
:*
0
分

権

化
.0
決

定
^
よ
^
地

域

内

ー

の

援

助

計

画

に

禪

し

て

ほ

、
各

地

域

委
 

,
員
会
が
参
#
す
る
こ
ど
が
.可
能
と
な

り

、
..ま
た
本
部
と
各
委
員
会
と
の
間
に
ス 

タ
ッ
ス
の
*
換
が
強

:^
さ
，れ
る
な
ど
、
い
ま
：だ
分
権
化
吖
詳
細
は
未
決
定
で
あ 

■る
.が
.
> 
エ
ヵ
.フ：

ヱ

■0
,権
限
が

^
す
ま
す
強
化
ざ
れ
る
方
^
^.
進
ん
で
い
る
。
第 

五
'に 

' ェ
力
フ
.ヱ.が
効
果

^'>0

だ
め
.の
政
«:
.
掛
鄉
と
し
て
、

一V

般
的
だ
研
究 

よ
り
も
十
分
に
な
さ
れ
•た
ヶ
ー
ス

.

.ス
タ
デ
ィ
な
い
し
特
定
の

1
告
の
有
羽 

性：

会
議
ひ
時
溯
の
遲
び
.方
、，.周
到
な
準
備

:;
'
,各
国
敗
麻
^-
表
者
の
.連
続
性
、
 

強
カ
な
議
長
”
''
-
.各
国
と
：エ；：ヵ

-;
7
'

%と
の
遥
絡
機
関
だ
1>
:1
<国
内

機

即

を
%'
つ

こ 

を

の

必

要

性、
' チ
ヵ
7
;另
活

斷

の

国

呼

：
へ

め

宣

齋

0;
推

進

、
：
事

務

局
.の
強

：化

と 

そ

の

：セ

ク
，

シ
ョ
ナ
リ
ズ

A

の
除
去
%'
々
，.^'
指
_
じ
、：
具
漱
的
な
工
ガ
フ

土
強
化

の
途
を
真
剣
に
讓
し
て
い
る
。
第

.

六
に
、

こ

の

地

域

賢

ま

動

き

は

、
：
也
：
 

地
域
，の
統
合
化
衝
向
に
刺
軟
ざ
れ
疼
点

% ;
'

.

大
ぎ
ぐ
、
あ_

エ
：参
：7 -.

-
^
^
^

を

通

.じ

る



方
向
と
は
別
に

、
.，
一
.九
四
七
年

.

の
'.

ア
ジ
ア
関
係
会
議(Asian Relations con

ference) 

五
五
年
‘の
シ
ム
ラ

•
バ

ゾド

'/
会
讓
な
ら
が
，に
コ
ロ
ン
ボ
計
圆
の
進 

展
、
最
近
に
お
け
るSub-regional

な
東
南
ア
ジ
ア
速
合(

A
f
s
A
).、

.
マ
レ 

丨
シ
ス
の
結
成
な
ど
の
.注
目
す
ベ
き
動
き
が
あ
り

、.こ
'れ
ら
を
ネ
.力
フ
ェ
に
よ 

る
協
力
化
.の
動
き
と
ど
.う
調
整
し
：
地
域
的
な
統
合
化
を
達
成
し

.

て
い
く
か
が 

も

う一,

つ
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
最
後
に
、

ヱ
ヵ
フH

の
将
来
を
決
定
す
る 

も

.の
は
、
結
局
各
国
政
府

0.
.エ「
ヵ̂

.矣
に
対
す
る
1
度
V

考

>ん
方
で
_あ
り

、
'
;
経
 

済
的
な
協
力
の
必
要
性
を
背
後

^
.̂'
.支
播

^;
农

政

洽

的

協

九

関

保

紙

片

ヵ

^
.
モ 

を

通

じ

て

打

ち

立

て

ら

れ

な

ぐ

て

は

な

ら

な

，
い

 
' 
と
も
あ
.れ
、.
'先

，
'
後

進

地

域
 

間
の
不
均
箏
発
展
を
是
正
^
、

f
s:
f
経
済
発
貌
を
達
成
す
る
た
め
に

.は
、，
ま 

た
修
の
地
域
と
■の
対
：抗
カ
と
い
っ
た
点
か
ら
も

、
_地
域
協
力
は
必
然
化
さ
れ
て 

お
り
、H.

力K.

3-
0:
.役
割

は

ま

す

ま

す

重

要

と

な

る

に

相

違

な

い

'
。

:以
上

；評

者

の.意
見
を
交
え
て
.1
.
'
^:
書
，を
ま
と)

め
て
：灰
た
。.：
^:
書
の
意
翁
^

」

.<
 

、
す

で

に

述

べ

た

ょ

う

辟

、

.乙
れ

迄

殆

ん̂;
総

括

的

抵

分

析

さ

れ

る

こ

拉

の

^:
か 

?
た
エ
ヵ
フ
モ
の
こ
れ
ま
：で
の
発
展
^'
-詳
細
に
考
究
ず
る
こ
と
.に
よ
^

..
:
:アジ
： 

.ア
^
域
協
カ
問
題
.を
解

，
明

し

よ

う

と

じ

た

；
点

.に
あ
0:
'、:
我

:̂
が
.具
依
的
に
ア
ジ
. 

7.
協
力
問
題
を
考
慮
す
る
場
ム

0:
-
基
礎
的
文
献

*
じ
で
役
立
つ
と
と
も
に
，
今 

後

の

：
地

域

協

力

に

お

け

る

、エ
：
力

フ

モ

の

意

義

：

♦
役
割
に
'関
す
を
敗
快
な
示
賢
を 

与
克
て
い
る
。
ま
た
叙
述
が
か
^-
り
.客
雛

的

に

な

さ

れ

.て

い

る

点

も

有

說

で

あ
 

ろ
う
。，
し
か
し
本
書
に
；対
す
る
不
満
も
多
い
。
,勿
論
エ
ヵ
ア

H

の
勝
把
を
か
く 

と
い
ゑ
約
性
を
も
っ
て
比
ぃ

?>
:
:が
:'
;
非
常
に
散
慢
ぬ
羅
列
亂

»:
,
-網
羅
的

1
述 ベ

'ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
も
ぅ
少
し
，整
理
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
し
、
；
そ
の 

.

活
敝
を
明
確
に
理
解
す
る
た
.め
に
、
年
^.
な
り
ま
と
-め
な
り
が
必
惡
と
ざ
れ
ょ
'
. 

-'
■

5
^
-さ
ら
^
本
書

0;「

と
^
歡
本
的
視

'点
な
が
問
題
意
識
^

が̂
あ
ま
り
に
1

 

ど
し
て
い
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
ハ
本
書
の
立
場
は
、
エ

.ヵ
フ

X
を
通
じ
て
.の 

■7
^
尤
地
域
協
办
問
題
を
、(

：協
办

.：へ
ハ
の
就
士
^

>̂
:
:
'
か
：
に

実

際

的

な

故

ヵ

に

結

び 

つ
け
、
具
体
化
す
る
か
に
中
心
を
お
い
て
考
察
し
て
い
る
.が
、
そ
れ
さ
し
て
も

最
後
に
、，エ
力

フ
:■
工を
め
ぐ
る
問
題
点
を
中
心
に
ア
ジ
ア
地
域
協
力
問
題
を 

.手
短
か
.に
考
え
て
み
ぼ
:̂
>
'。：い
第

--
に
，

_:
'
:

(

九

六

--
:
年
の

»
連

の

第

.
ー

六

回

総

会
 

の
'決
議

_
上

-:
て
5 
ー3
九
衷
0
年
代
が
.国
連
開
発
の
'
'
1
0
年
と

$:
:
れ
、' 
低
開
発 

_
問
龜
が
新

^
い
脚
光
を
ぁ
.び
、
.
.
こ

の
問
題
に
'対
すK?

新
し
.
.
.
い
.ア
プ
ロ 
I

チ
が 

主

張

杏

托

絍

冷

で

，砍

1
状

況

の
®
厥

が

重

要

で

於■る
。

M:
:
r一
 
に
は
、
低
開
発
国 

に
|ぉ
德
る
.問
題

<0
,
.特
殊
性
、-
:知
進
国
：と
の
非
対
称
性
の
理
解
成
必
ぎ

.で
^

.ぅ
。
-'
.こ
.の
点
は
本
書
で
%'
:
れ
な
り
明
確
に
認
識
さ
れ
；て
い
る
。
.：：氣
三
に
、
エ
力 

.

フ
‘ェ
を
^
察
ず
S

に
：当

0
で
他
の
地
域
委
良
_

»
舟
経
済
委
貫
会

8
0«

四 

，
七

年

五

月

発

足

)

、

ラ
一
ア
ン
ア
メ
：リ
カ

)

経
済
委
員
会
9
0
;
1
^
,

四
八
年
六
月)

、
ア
フ 

リ
力
'経
済
委
員
^r

@

嚴
五
八
年
四
月
％

だ§

比
較
研
究
な

u

bM '
域
委
員
会 

そ
の
%;
0,
の
#
価
が
か
さ
れ
ね
ば
が
ら
な
い
だ
ろ
ぅ
。

エ
ヵ
フ
ェ
ぼ
勿
論
ア
ジ 

,ア
全
体
を
；包
含
す
る
唯
，
の
協
九
機
関
と
し
て
重
要
で
は
ぁ
犮
が
、
国
連
の 

地
域
委
見
会

0:
'
1 

'
つ
.で
fe
る

と
_

い
：.

ぅ
点
、
勝
外
諸
国
を
含
れ
ど
い
.”っ
た
点
で
制 

■釣
性
を
も
.

っ
て
い
る
こ
と
も

否
定
で
き
な
い
。
ア
ジ
ア
地
或
協
力
.が
主
と
し
て 

こ
の
-
力
フ
.'
.

ェ
■を
通
.じ
て
行
な
•わ
る
ベ
.き
か
、
あ
る
い
は
新
し
い
機
構
の
設
立
：
 

^

よ
.る
べ
き
か
を
検
討
し
て
.み
な
.け
れ
ば
な
.ら
な
.い
。
ェ
力
ラ

ェ.

か
協
力
意
^

の
養
成•

菡
礎
的
な
調
査

•
話
し
合
い
の
機
関
と
し
，て
は
重
要
で
あ
：る
が
、
地
：
 

域
協
カ
の
実
行
な
.い

■L
担
当
機
関
と
し
て
の
役
割
を
近
い
琢
来
に
、

.'
'

%,
■
'
bう
る

.■,
■ 

と
は
考
え
ら
れ
な
い
.
-0
む

-'
'
1
.
ろ
ァ
ジ
ァ
の
場
合
、
：地
域
内
に
み
ら
れ
る
特
殊
性
：.
 

に

も

と

；、つ

く

 surregional

な

な

協

力

•
統
合
化
、.そ
の
た
め
ひ
新 

し
い
機
構
の
設
立
が
.ょ
り
実
現
の
可
能
性
を
も
つ
。。
そ
し
て
工

ヵ

フ

.
ェは
こ
れ 

ら
統
合

•機
構
間
の
調
整
機
関
>
し
て
の
意
味
を
新
し
く
も
っ
て
く
る
こ
と
に 

な
ろ
う
。
第
四
に
、

エ
ヵ
フ
ェ
她
域
内
に
み
ら
れ
る
分
裂
化
を
ど
う
処
理
し
、

.
 

協

力

へ

：
導

く

か

が

根

本

:©
問
題
で
あ
る
。
現
在
エ
.カ
フ
_エ
.に
は
中
国(

本
土)

、
: 

北
：べ
；ト
ナ

< 
北
鮮
筝
の
共
産
主
義
諸
国
は
参
加
し
て
い
ず
、
こ
れ
ら
の
諸
国 

を
含
ま
ず
し
て

.
、

真

，の
：
祂

域

機

構

と

，
い

え

る

が

ど

う

が

，
に
：
は

多

く

の

.
疑

問

が

提
 

出
さ
れ
て
い
る
。バ
ま
た

工.

ヵ

フ

：
ェ諸
国
の
^

ん

どは
、
第
一|

次
大
戦
後
政
治
的
へ 

，に
独
立
し
、
さ
ら
.に
.は
経

済

的

。独

立

を

達

成

し

ょ

う

と

し

.で
急

速

な

経

済

発

展
' 

の
：た

め

の

努

力

を

行

な

っ

.て

は

い

る

が

V

:し

か

し

一国
的
な
枠
に
制
約
ざ
^;
て

、 

大

き

な

成-«
^

兄

ち

れ
-:
^

:、
経

済

的

協

ゆ

化

；
へ

の

必

要

性

を

認

識

.し
は

，
じ
.

め：；

.
 

て

'1
>
る

段

階

に

：あ

德従

'^
め
抵
及
的
独
立
す
経
济
的
独
立)

へ
の
努
力
か
ら
、
：
、ノ 

経
済
的
協
；

R

の
：必
灌
べ
の
满
勝

.'.

'

^
:ち

:|
2
1そ
れ
^
於
治
的
協
ヵ
へ
^
進
展
さ
を
、 

て
.
vv'
<

;p
程

.，•
'
;
^
紙.

に

根

本.

の

問

題

が
.

ひ

そ

ん

で

い

.
る
^
.う
に
思
わ
れ
る
。
地
：
. 

域
的
経
済
協
力
は
政
治
的
協
力
に
裏
打
ち
'さ
れ
て
初
み
て
家
現
ぎ
编
が
し

、各 

国
の
経
済
発
展
の
達
成
が
逆
.に
政
治
的
協
力
べ
の
余
力
を
作
り
出
す
こ
ど
に
な 

•る
。
第
五
に
、
こ
れ
迄

め
考
察
は
、
あ
く
ま
で
も
ァ
ジ
ァ
地
域
の
協

力

に

の̂

.
 

向
け
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
世
界
的
な
関
連
を
無
視
し
£'
ず「

，
こ

こ

に

経

済

協 

カ
問
谓
の

.:
»
滿

隹
^
世
界
性
と
：め

.'4
-
*面
杧
お
け
る
相
互
性
；
；他

&

紅
け

.る
^:
-
-
ん 

盾

, ^

立
と
い
う
一
一
面
性
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、

国
連
本
部

•

 E
C
O
S
O
G

 

i
r

エ
功.

フ
：H

'-
i

の
集
権
化
♦

分
権
化
の
争
い
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

工
ヵ
フ 

エ 
>

ア

ジ

_
ア

地

域

協

カ

問

題

€>
-
.
:

,

考

察

も

'
.
:
ひ

い

て

は

先

.後

.進

国

間

の

発

展

格
 

ノ
.

差

：の

是

正

、

世

界

経

済

；の

*

和
的
発
展
.

に
ま
で
、
究
極
的
に
は
拡
大
さ
れ
ね
ば 

な
ら
な
I

の
で
あ
る
。

,

..

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.
 

.

•
•

 

.
.
.
.
.
.

 

.

.

.

.

 

-

 

.

.

.

.

.

.
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注
1)

Dayid Wightman: 

Economic 

Co-Operation 

in 

E
u
r
o
p
e
!
A
.

;s
t
u
^
G
f
:

 the.. United 

NatiGns 

Economic 

commissiGIr.. for ..Europe 

London,

S
5
6
.

:

,.な：お
同
じ
著
者
に
ょ
る
.次
0
論
文
も
興
^-
あ

る

も

：の

で

あ

る
。(SThe s

?

:
uggle for Economic cooperation in 

Asia 

the 

Far East—
-The 

Experience of E
C
A
F
E
,

 Paper printed at Symposium 

§ Economic 

ami 

Social 

Problems 

of 

the Far 

East, Hong 

Kong, 1961 

(mineo- 

graphed))'

，

(

注

2
.
x
;
'-
'我
が
国
に
お
出
か
同
様
ゆ
こ
ど
ろ
み
と
じ
て
は
、
在
;|
|
'
'
滋
教
授
の
.次
の 

論
文
が
唯
：

一.

の
も
の
と
思
わ
れ
、
非
常
に
す
ぐ
れ
た
も
の
.で
あ
り
、
■参
照
が
の 

ぞ
ま
れ
る
。
.■

(

石

川

滋「

w C
A
F
E

と
ア
ジ
ア
の
.経
済
開
発」

経
済
，研
究
、

第
十
四
巻
一
号
、

f

九
六
三
年
一
月
。)

.

な
お
'

国
連
ょ
り
: -

力
フ
：エ
お
ょ
び
各
地
域
経
済
委
員
会
务
紹
介
す
る
宣
伝
パ.
 

ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
さ
れ
て

お
り
：

便
利
で
あ
る
。

Helping 

Economic..

.Development in. Asia. and. the Far East

-The I
r
k

o
f 

J
E
O
A
F
W
8
.

.

.

>^
;̂

00
':(

国
際

：嚴

合

漱

京

ぬ

報

ゼ

；
ン

タ

'I

訳

「

ア
ジ
ナ
说
東
の
於
资
開
発
援
坊 

(
H

ヵ
フH

の
任
務)

」

一
九
六
〇
年)

お
ょ
びU

N
、

C
o

o
p

e
r
a

t
io

n

 

f
o

r

 

E
c
o

-

 

n
o

s
i
c

 

p
r

o
g

r
e

s
s

l
E

C
E

,

 

E
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A
F

E
.

 

W
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L
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a
n

d

 

E
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A
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。
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問
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適
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え
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よ
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典
と
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も
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は
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隅
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お
い
.て
、
と
き
ど
き
必 

要
な
と
こ
ろ
を
み
る
と
い
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普
通
で
あ
る
が
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■た
ま
に
.は
読
む
辞
典
も
あ
.っ
.
.てよ
い
、と
思
う
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こ
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経
済
学
史
小
辞
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と
そ
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さ
に
そ
め
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■
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な
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応
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い
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。
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ら
れ
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史
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；
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；
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介
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あ
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。
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。
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典
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績
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が
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